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�
【2分40秒の監督びでおメッセージ】�
�
皆さんこんにちは。伊東です。今⽇日は映画をご覧いただきあ
りがとうございます。�
  �
［環境問題］�
地球規模で環境を破壊している最も⼤大きな問題というのは放
射能の問題だという⾵風に考えています。放射能の問題と環境
の問題って案外別に考えられるんですけどもそれが⼀一緒に
なって、環境問題として考えられていくという世界が、まさ
に今必要なんではないだろうかというふうに考えています。  
そのことを⽬目的にこの映画を作りました。�
  �
［スタートライン］�
この放射能の問題について⼀一般の⼈人たちに関⼼心を持ってもら
いたい、この放射の問題を解決していくためのスタートライ
ンについてもらいたいという⾵風に考えてものすごくシンプル
に作ったつもりです。�
  �
［アメリカを変えることで世界が変わる］�
基本的にアメリカの⼈人たちに向けて作りました  なぜかという
とですね。  アメリカの⼈人たちが専⾨門家の⼈人も含めてこのアメ
リカ⼤大陸陸全体が放射能で被曝し、アメリカの⼈人々が被爆して
るということに気がついてない、知らないという事実を知っ
たからです。アメリカの⼈人たちにまず映画を⾒見見て、あなたた
ちみんな被爆者ですよってことを伝えたいというふうに思い
ました。�
  �
［唯⼀一の被爆国］�
  ⽇日本はアメリカによって2個の原爆を投下された国です。�
アメリカという国は実験という名⽬目なんですけども101個の
原爆を投下された国とも⾔言えます。アメリカの⼈人たちにこう
いう⾵風に⾔言いたいと思うんです。あなたたちは知らないうち
に被爆をさせられました。核兵器というものを持つために健
康や命を脅かされてるというこの事実をどう考えるのかと。�
  �
［誰のための核兵器？］�
そうやって作られた核兵器というのは⼀一体誰のためのものな
のかと、そのことについてアメリカの議会の中でしっかりと
議論論をしてもらいたいというふうに考えています。そのこと
が世界に伝播して、世界の放射能の問題に対する意識識という
のが変わっていく⽇日本の放射能というものに対する考え⽅方も
変わっていくと。�
  �
［サブテーマ］�
もう⼀一つですね  この映画のサブテーマってのがあってですね  
⼥女女性の⾏行行動が社会を変える世界を変えるというものがサブ
テーマになっています。�
⾔言いたいことはたくさんあるんですけども、まずは映画をご
覧いただいていろいろ考えていただいて、その上でもし可能
であれば何かアクションを起こしてほしいと思います。�
⾃自分ができる範囲の中で何か⾏行行動を起こすということを考え
てもらいたいと思います。それではどうぞご覧ください。  �
  �
 　                                   　 　 　 　 　 　�

映画『サイレント・フォールアウト』の問合せ先�
�

お問い合わせ090-‐‑‒3842-‐‑‒2956（事務局・酒井）もしく
は、xyears.info@gmail.comまで�
�
参加⼈人数50⼈人までの場合、30,000円（消費税別）。参
加⼈人数50⼈人を超える場合、（50⼈人まで分）30,000円
（消費税別）＋（50⼈人を越えた分）500円✕⼈人数分とな
ります。ただし上限を100,000円（消費税別）としま
す。（190⼈人を越えた場合、すべて100,000円（消費税
別）となります）�

作品解説�
�
放射線を浴びたX年年後Ⅲ「サイレント・フォールアウト」
乳⻭歯が語る⼤大陸陸汚染�
�
1951  年年からアメリカ国内（ネバダ核実験場）で始まった
核実験  は、928  回に及んだ。そのうち、100  回が⼤大気圏
内核実験だっ  た。⼤大気中で⾏行行われた核実験によって⽣生れた
膨⼤大な量量の放射性物  質は、⾵風でアメリカ各地に運ばれ、⾬雨
や雪とともに落落ち、地上を  汚染し続けた。アメリカ原⼦子⼒力力
委員会は、調査の結果、ストロン  チウム90  が全⽶米の⽜牛乳
を強く汚染していることを把握していた  が、国⺠民に知らさ
れることはなかった。ところが、1950  年年代な  かばから、
⼤大陸陸が放射能汚染していることを国⺠民は徐々に知るこ  とな
り、特に、放射能汚染の影響が強いとされるセントルイス
で  ⼥女女性を中⼼心とした⼤大きな動きが⽣生まれる。それが「乳⻭歯
調査」と  呼ばれる活動だった。�
⼦子どもたちは、被曝しているのか？  カルシウムに似た性質
をもつストロンチウム90  は、⾻骨や⻭歯に留留  まる。そのため、
抜けた乳⻭歯を検査すれば、⼦子どもが被曝してい  るかどうか
を証明できる。最終的に集まった乳⻭歯は、32  万本。  分析
の結果、⼦子どもたちの被曝が裏裏付けられた。  はたして、乳
⻭歯調査の結果は？  世界の未来を変えたのか？�
�
プロデューサー・監督・撮影：伊東英朗（いとうひであ
き）�
�

�
皆様のご⽀支援を�

どうぞよろしくお願いいたしします�
 　�
憲法を考える映画の会では、今回の上映作品
『サイレント・フォールアウト  乳児が語る⼤大
陸陸汚染』の上映⽀支援、とくにアメリカでの上
映活動の⽀支援にカンパを呼びかけます。�
 　この資料料にはさまれた「封筒」に、皆様の
お気持ちで結構ですので、カンパをお願いし
ます。�
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  �
	

放射線を浴びたX年年後�
�
あの⽇日、⽇日本列列島は「死の灰」で覆われていた！�
�
1954年年アメリカが⾏行行ったビキニ⽔水爆実験。当時、多くの⽇日
本の漁船が同じ海で操業していた。にもかかわらず、第五
福⿓龍龍丸以外の「被ばく」は、⼈人々の記憶、そして歴史から
もなぜか消し去られていった。闇に葬られようとしていた
その重⼤大事件に光をあてたのは、⾼高知県の港町で地道な調
査を続けた教師や⾼高校⽣生たちだった。その⾜足跡を丹丹念念にた
どったあるローカル局のＴＶマンの8年年にわたる⻑⾧長期取材の
なかで、次々に明らかになっていく船員たちの衝撃的なそ
の後…。そして、ついにたどり着いた、  "機密⽂文書"…そこ
には、⽇日本にも及んだ深刻な汚染の記録があった―�
�
南海放送（愛媛県松⼭山市）では約8年年にわたり、これまであ
まり知られることのなかった「もうひとつのビキニ事件」
の実態を描いてきた。地元の被災漁⺠民に聞き取りをする⾼高
知県の調査団との出会いがきっかけだった。制作した番組
は「地⽅方の時代映像祭  グランプリ」「⺠民間放送連盟賞  優秀
賞」「早稲⽥田ジャーナリズム⼤大賞  ⼤大賞」など、多数受賞。
2012年年1⽉月に「ＮＮＮドキュメント」（⽇日本テレビ系列列）
で全国放送され反響を呼んだ『放射線を浴びたＸ年年後』に
新たな映像を加えた映画化。�
�
≪推薦≫ �
⽂文部科学省省選定（⻘青年年向き・成⼈人向き）／⽇日本映画ペンク
ラブ推薦／カトリック中央協議会・広報推薦  �
≪受賞歴≫ �
第50回ギャラクシー賞  報道活動部⾨門＜⼤大賞＞／平成25年年度度  
⽇日本⺠民間放送連盟賞  特別表彰部⾨門＜「放送と公共性」最優
秀＞／第40回放送⽂文化基⾦金金賞＜放送⽂文化部⾨門＞／2015年年度度  
⽇日本記者クラブ賞＜特別賞受賞＞／2012年年  第86回キネマ
旬報ベストテン＜⽂文化映画部⾨門＞／2012年年度度  ⽇日本映画ペン
クラブ・ベスト5＜⽂文化映画部⾨門＞／第30回  ⽇日本映画復復興
賞＜復復興奨励賞＞／第4回  座・⾼高円寺ドキュメンタリー
フェスティバル 　コンペティション部⾨門⼊入賞／第11回  世界
⾃自然・野⽣生⽣生物映像祭＜審査員特別賞＞ほか	
�

放射線を浴びたX年年後２�
�
これは、遠い時代・遠い場所の話ではなく、私たちの[Ｘ年年
後]の物語である。  �
�
「⽗父は 　なぜ死んだのか？」�
半世紀前の太平洋核実験 　漁師たちが伝える無⾔言のメッ
セージとは――？�
終戦直後の1946  年年。太平洋上で、⽶米国による核実験が始
まった。しかし多くの漁船が、その後100回を超える実験
期間中も、近海でいつも通り操業を続けていた―。闇に葬
られたビキニ⽔水爆実験の真相に迫る前作『放射線を浴びた
Ｘ年年後』から3年年。⾼高知県室⼾戸市ほか各地での継続取材は、
新たな展開を迎えていた。安全や核をめぐって国のあり⽅方
があらためて問われる今、かつて⽇日本の繁栄を⽀支えた海の
男たちのメッセージに、地⽅方ＴＶ局のディレクターが迫っ
た渾⾝身のシリーズ第⼆二弾！  �
�
東京で広告代理理店を経営する川⼝口美砂さん、59歳。故郷で
ある⾼高知県室⼾戸市で、映画『放射線を浴びたＸ年年後』を観
たことがきっかけで、元漁師だった⽗父の早すぎる死に疑問
を抱き始める。当時「酒の飲みすぎで早死にした」と⾔言わ
れた⽗父。本当にそうなのだろうか？⾼高知県室⼾戸市出⾝身の漫
画家、和気⼀一作さん（本名：⼤大⿊黒正仁。代表作「⼥女女帝」な
ど）もまた、映画との出会いがきっかけとなって⽗父の死に
疑問を抱く。愛する⽗父への強い思いが、⼆二⼈人を動かし始め
る。�
⼀一⽅方、取材チームは放射線防護学の専⾨門家と共に、1950年年
代当時、⾬雨⽔水の中に⾼高い放射性物質が測定された沖縄、京
都、⼭山形を訪れ、独⾃自に⼟土壌調査をおこなう。⺠民家の床板
を外し、半世紀ぶりに現れた⼟土。遠く離離れた太平洋でおこ
なわれた核実験の影響は、今も⽇日本列列島に影響を及ぼして
いるのだろうか？�
元漁師たちの証⾔言、破られた船員⼿手帳、厚労省省への情報開
⽰示請求―。⽇日本列列島を揺るがした巨⼤大被ばく事件から半世
紀を経た今、決して消え去ることのない「被ばく」の傷跡
が、徐々に明らかになる。  �
�
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映画『放射線を浴びたX年年後Ⅲ  サイレント・フォールアウト 　
乳⻭歯が語る⼤大陸陸汚染』（英題:Silent  Fallout）�
  �
 　ひさびさに「これは多くの⼈人に紹介して、⾃自主上映を呼び
かけていきたい」と思う映画に出会いました。�
 　それは、この映画が、放射線被曝被害の知識識や情報を伝え
るというだけでなく、核兵器の廃⽌止や放射線被害を無くす活
動をしている⼈人たちを励まし、⼒力力づける映画でもあると思っ
たからです。さらに、今の情況を何とかしていかなければな
らないと思っている⼈人にとっても、この映画を⾒見見て、感じた
ことをまわりの⼈人々に知らせることから、それぞれの動きを
始めることができる映画だからです。�
�
【映画の解説】�
 　1951  年年からアメリカ国内（ネバダ核実験場）で始まった
核実験  は、928  回に及んだ。そのうち、100  回が⼤大気圏内
核実験だった。⼤大気中で⾏行行われた核実験によって⽣生れた膨⼤大
な量量の放射性物質は、⾵風でアメリカ各地に運ばれ、⾬雨や雪と
ともに落落ち、地上を汚染し続けた。アメリカ原⼦子⼒力力委員会は、
調査の結果、ストロンチウム90  が全⽶米の⽜牛乳を強く汚染し
ていることを把握していたが、国⺠民に知らされることはな
かった。ところが、1950  年年代なかばから、⼤大陸陸が放射能汚
染していることを国⺠民は徐々に知ることなり、特に、放射能
汚染の影響が強いとされるセントルイスで⼥女女性を中⼼心とした
⼤大きな動きが⽣生まれる。それが「乳⻭歯調査」と呼ばれる活動
だった。�
 　⼦子どもたちは、被曝しているのか？  カルシウムに似た性質
をもつストロンチウム90  は、⾻骨や⻭歯に留留まる。そのため、
抜けた乳⻭歯を検査すれば、⼦子どもが被曝しているかどうかを
証明できる。最終的に集まった乳⻭歯は、32  万本。  分析の結
果、⼦子どもたちの被曝が裏裏付けられた。  はたして、乳⻭歯調査
の結果は？  世界の未来を変えたのか？（「カクワカ広島」の
ホームページの映画解説  https://
kakuwakahiroshima.jimdofree.com/event-‐‑‒11182023/よ
り）�
  �
 　この映画の監督、伊東英朗さんは、2012年年に『放射線を
浴びたX年年後』、そして2015年年に『放射線を浴びたX年年後
Ⅱ』を制作しました。それらの映画で、1954年年にビキニ環
礁での⽔水爆実験により被爆した漁船の乗組員のその後を追っ
た映画を作り続けました。（『放射線を浴びたX年年後Ⅱ』シ
ネマDE憲法2015年年12⽉月14⽇日掲載）�
 　�
 　伊藤監督は、これらの作品をアメリカ国内で上映してま
わった時に、アメリカの⼈人たちが、核兵器の開発過程でアメ
リカ⼤大陸陸全域が放射能汚染していることをまったく知らない
ことに驚いたと⾔言います。そしてそ核実験によるアメリカ⼈人
の被爆を追うこのドキュメンタリーの映画の制作を始めます。
⽶米国は核兵器を持つために⾏行行った核実験で、⾃自分の国の⼈人た
ちに甚⼤大な被害を与えていること、核兵器を持つことがどれ
だけ⼤大きなリスクと引き替えなのかを浮き彫りにするためで
す。�

4000ページに及ぶ詳細な資料料の分析と、30⼈人の証⾔言者への
丹丹念念な取材をもとに、映画は作られていますが、章⽴立立てが
しっかりしているためでしょうか、構成がとてもわかりやす
く、伝えようとしていることが私たちの気持に⼊入ってきます。
そこには核実験によって被爆した⼈人々の悲しみと怒怒りの強い
メッセージだけでなく、⾒見見ている⼈人の気持ちを引き込んでい
く優しさのようなものを感じます。�
 　それは、この映画が、⼦子どもを被曝から守るために⼥女女性た
ちが始めた「乳⻭歯調査」が話の中⼼心になっているからかもし
れません。映画の上映前に⾒見見せていただいた監督のビデオ
メッセージの中でも「⼥女女性と放射能」「⼥女女性の視点」という
⾔言葉葉がありました。�
 　平和のための活動や運動を進める⼒力力を⼥女女性がもっているこ
とを⽇日頃から感じているのですが、監督の伊東さんも、「⼥女女
性の⾏行行動がアメリカを救った。政治をチェスのように考える
男性の論論理理ではなく、命に⽬目を向ける⼥女女性の⾏行行動こそが変⾰革
を起こす」と話されています。�
 　�
 　もうひとつこの映画を⾒見見ていて私が感じたのは、今の政治
や国⺠民の意識識が、いかに「科学」を⼤大切切にしていないかと⾔言
うことです。�
 　映画は、「乳⻭歯調査」運動などの科学的解明こそが、⼈人々
を納得させる⼒力力をもち、核実験を無くす運動に拡がっていっ
たことをわからせてくれます。�
 　しかしそうした真実を知りたいとする科学的な解明の運動
にも、また政治は圧⼒力力を加えます。乳⻭歯調査を運動にしてい
く過程でも、この調査運動は「共産主義者を利利するものだ」
という圧⼒力力がかかったといいます。その裏裏には軍の戦争を⾏行行
う上で不不都合な活動を抑え込もうとするものがあるのでしょ
う。�
 　今、この国で進んでいる「⾃自衛隊を軍隊と認め、戦争でき
る国にしようとする動き」にも同じようなものを感じます。
軍をもつことを認めることによって、戦争に勝つためを理理由
にして、ますます不不都合なことは隠し、知らせない」ことが
進むような気がします。�
 　⽇日本の学術会議評議員推薦⼈人事への介⼊入や⼤大学や研究機関
での軍事利利⽤用科学研究の優遇政策にも、「科学」を都合よく
戦争に利利⽤用しようとするものに通じるものがあることを思い
起こさせます。�
 　科学を⼤大切切にしている国とそうでない国、それはどれだけ、
記録し、それを保存し、また開⽰示するかというところでも感
じます。監督の伊東さんも「まず事実を知ること、そして核
兵器を持つと⾔言うことは⾃自分や家族やみんなの命を、知らな
いうちに捧げているんだと⾔言うことを知った上で考えてほし
い」と話しています。�
  �
 　監督の伊東英朗さんは、この映画をアメリカで上映してこ
そ意味があると、現在、アメリカで上映活動を進めていると
聞きました。映画を制作するだけでなく、この映画をより多
くの⼈人に⾒見見せて、考えてもらうために努⼒力力していく、是⾮非そ
の｢運動｣を⼿手伝っていければと思います。�
  �
【制作スタッフ】�
プロデューサー・監督・撮影：伊東英朗�
ナレーション：⽇日本語版 　加藤登紀⼦子 　 　  �
英語版 　アレック・ボールドウィン�
  �
2023年年制作／81分／⽇日本映画／ドキュメンタリー�
  �
上映の問合せ：xyears.info@gmail.com�
予告編：https://www.youtube.com/watch?
v=dPJGVpJJ6iY�

 　 　 　 　（花崎）�
 　 　                                   　 　 　 　 　 　�
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  �
	広島⻑⾧長崎における原⼦子爆弾の影響─⻑⾧長崎編─ 　1946年年 　84分 　ド

キュメンタリー 　⽶米国戦略略爆撃調査団製作 　⽇日本映画社撮影�
広島⻑⾧長崎における原⼦子爆弾の影響─広島編─ 　1946年年 　81分 　ド
キュメンタリー 　⽶米国戦略略爆撃調査団製作 　⽇日本映画社撮影�
蜂の巣の⼦子供たち 　1948年年 　86分 　清⽔水宏監督 　劇映画�
⻑⾧長崎の鐘 　1950年年 　劇映画�
原爆の⼦子 　1952年年 　97分 　劇映画 　新藤兼⼈人監督�
ひろしま 　1953年年 　104分 　劇映画 　関川秀雄監督�
原爆の図 　1953年年 　ドキュメンタリー 　今井正+⻘青⼭山通春監督 　丸
⽊木美術館�
永遠なる平和をー原⽔水爆の惨禍ー 　1954年年 　20分 　ドキュメンタ
リー 　⽇日本映画新社�
⽣生きものの記録 　1955年年 　113分 　⿊黒澤明監督�
隠された被曝労働〜～⽇日本の原発労働者〜～ 　1995年年 　24分 　テレビ
ドキュメンタリー 　イギリス�
無限の瞳 　1955年年  20分  ドキュメンタリー 　成城⾼高等学校⽣生徒会�
⽣生きていてよかった 　1956年年�
⻑⾧長崎の⼦子 　1956年年 　劇映画 　⽊木村荘⼗十⼆二�
純愛物語 　1957年年 　132分 　今井正�
世界は恐怖する─死の灰の正体 　1957年年 　79分 　⻲亀井⽂文夫�
千⽻羽鶴 　1958年年 　67分 　劇映画 　⽊木村荘⼗十⼆二�
第五福⻯竜丸 　1959年年 　107分 　劇映画 　新藤兼⼈人�
⼆二⼗十四時間の情事 　1959年年 　劇映画 　アラン・レネ監督 　ザジ
フィルム�
その夜は忘れない 　1962年年 　96分 　劇映画 　吉村公三郎郎監督�
愛と死の記録 　1966年年 　劇映画�
千曲川絶唱 　1967年年 　劇映画�
原爆の圖 　1967年年 　ドキュメンタリー 　宮島義勇監督 　丸⽊木美術
館�
ヒロシマの証⼈人 　1968年年 　110分 　劇映画 　斎村和彦監督�
ヒロシマ・原爆の記録 　1970年年 　ドキュメンタリー 　松川⼋八州男
監督 　⽇日本映画新社�
⼈人間であるために 　1974年年 　100分 　劇映画 　⾼高⽊木⼀一⾂臣監督�
はだしのゲン（第⼀一部） 　1976年年 　107分 　劇映画 　⼭山⽥田典吾監
督 　北北星映画社配給�
ふたりのイーダ 　1976年年 　99分 　劇映画 　松⼭山善三監督 　翼プロ
ダクション�
ビーズ・ゲーム 　1977年年  5分30秒 　アニメーション 　イシュ・パ
テル監督 　カナダ映画�
ピカドン 　1978年年 　10分 　アニメーション�
⻘青葉葉学園物語 　1981年年 　103分 　劇映画 　⼤大澤豊監督�
もし、この地球を愛するなら 　1981年年 　26分 　ドキュメンタリー 　
テリー・ナッシュ監督�
幻の全原爆フィルム⽇日本⼈人の⼿手へ！ 　悲劇の瞬間と37年年⽬目の対⾯面 　
1982年年 　72分 　熊⾕谷博⼦子監督�
トビウオのぼうやはびょうきです 　1982年年 　19分 　アニメーショ
ン 　板⾕谷紀之�
アトミック・カフェ 　1982年年 　87分 　ドキュメンタリー 　ケヴィ
ン・ラファティ監督 　ジェーン・ローダー監督 　ピアーズ・ラファ
ティ監督 　�
にんげんをかえせ 　1982年年 　20分 　ドキュメンタリー 　橘祐典監
督/⼦子供たちに世界に被ばくの記録を送る会映画製作委員会�
予⾔言 　1982年年 　41分 　ドキュメンタリー 　⽻羽仁進監督 　平和博物
館を創る会配給�
ヒロシマ・ナガサキ  核戦争がもたらすもの 　1982年年 　46分 　ド
キュメンタリー 　早川正美監督 　岩波映像販売�
⾵風が吹くとき 　1982年年 　81分 　アニメーション 　ジミームラカミ 　
イギリス映画�
歴史=核狂乱の時代 　1983年年 　116分 　ドキュメンタリー 　⽻羽仁進
監督 　被ばくの記録を送る会�
せんせい 　1983年年 　103分 　劇映画 　⼤大澤豊�
この⼦子を残して 　1983年年 　劇映画�
はだしのゲン 　1983年年 　アニメーション 　真崎守監督 　茨城映画
センター配給�
おこりじぞう 　1983年年 　アニメーション 　板⾕谷紀之監督 　翼プロ
ダクション�
⾬雨はやさしく 　1984年年 　11分 　アニメーション 　ナジム・トゥ
リャホジャーエフ監督 　ソ連映画�
⽩白い町ヒロシマ 　1985年年 　103分ドキュメンタリー⼭山⽥田典吾監督�
24000年年の箱船 　1986年年 　33分 　ドキュメンタリー⾼高橋⼀一郎郎監督�
千⽻羽づる 　1989年年 　96分 　劇映画 　神⼭山征⼆二郎郎監督�
SOSこちら地球 　1987年年 　62分 　⼈人形アニメーション 　河野秋和
監督�
もうひとつのヒロシマ 　アリランの歌 　1987年年 　58分 　ドキュメ
ンタリー 　朴壽南監督�
�

さくら隊散る 　1988年年 　110分 　劇映画+ドキュメンタリー 　新藤
兼⼈人監督�
夏服の少⼥女女たち 　ヒロシマ・昭和20年年8⽉月6⽇日 　1988年年 　30分 　ア
ニメーション�
HELLFIRE:劫⽕火－ヒロシマからの旅－ 　1988年年 　58分 　ドキュメ
ンタリー 　ジャン・ユンカーマン�
TOMORROW  明⽇日 　1988年年 　105分 　劇映画 　⿊黒⽊木和雄監督 　ア
スミックエース�
⿊黒い⾬雨 　1989年年 　13分 　劇映画 　今村昌平監督�
ながさきのこうま 　1989年年  27分  アニメーション 　河野昭和�
ヒロシマ  ⺟母たちの祈り 　1990年年 　30分 　ドキュメンタリー 　⼩小笠笠
原基⽣生�
⼋八⽉月の狂詩曲（ラプソデー） 　1991年年 　劇映画 　⿊黒澤明監督�
ヒロシマが消えた⽇日〜～⼈人類最⼤大のあやまち・原爆〜～ 　1994年年 　77
分 　ドキュメンタリー 　ドキュメンタリー⼯工房製作�
引き裂裂かれた⻑⾧長崎〜～⼈人類最⼤大のあやまち・原爆〜～ 　1994年年 　75分 　
ドキュメンタリー 　ドキュメンタリー⼯工房製作�
原発導⼊入のシナリオ〜～冷冷戦下の対⽇日原⼦子⼒力力政策〜～ 　1994年年 　44分 　
テレビドキュメンタリー 　東野真�
あの⽇日 　この校舎で  ―五⼗十年年前に被爆したナガサキの記憶― 　
1996年年 　30分 　ドキュメンタリー 　吉川透監督�
はとよ  ひろしまの空を 　1999年年  21分  アニメーション 　⽮矢吹公郎郎�
核のない21世紀を 　ヒロシマからのメッセージ 　2000年年 　60分 　
ドキュメンタリー 　⽚片桐直樹�
H  story 　2001年年 　諏訪敦彦監督 　東京テアトル配給�
太陽をなくした⽇日 　2002年年17分�
⽗父と暮らせば 　2004年年 　⿊黒⽊木和雄監督 　パル企画�
The  Last  Atomic  Bomb  （最後の原爆）2005年年 　92分 　ドキュ
メンタリー 　ロバート・リクター�
解き放たれた魔法のランプのジニー  2005年年  16分  ドキュメンタリ  
スティーヴン・ソター、トレース・ゲイナー監督 　アメリカ映画�
⼣夕凪の街  桜の国 　2007年年 　118分 　劇映画 　佐々部清�
ヒロシマ  ナガサキ  2007年年 　86分 　ドキュメンタリー 　スティーブ
ン・オカザキ監督�
フラッシュ・オブ・ホープ 　世界を航海するヒバクシャたち 　61分 　
2009年年 　エリカ・バニャレロ監督�
ヒロシマ・ピョンヤン  捨てられた被爆者 　2009年年 　90分 　ドキュ
メンタリー 　伊藤孝司監督 　�
アトミック・マム 　2010年年 　87分 　ドキュメンタリー 　M・T・シ
ルビア監督�
⼆二重被曝 　語り部・⼭山⼝口の遺⾔言 　2011年年 　68分  ドキュメンタリー 　
稲塚秀孝監督�
棄てられたヒバク〜～証⾔言・被災漁船の50年年⽬目の真実〜～ 　2011年年 　
57分 　テレビドキュメンタリー 　伊東英朗ディレクター�
シグロ、ザジフィルムズ�
ニュークリア・サベージ 　2011年年 　87分 　ドキュメンタリー 　ア
ダム・ジョナス・ホロヴィッツ�
はだしのゲンが⾒見見たヒロシマ 　2011年年 　77分 　ドキュメンタリー 　
⽯石⽥田優⼦子監督�
放射線を浴びたX年年後 　2012年年 　83分 　伊東英朗監督�
未来へのメッセージ  神奈奈川のヒバクシャが伝えたいこと 　2012年年 　
21分 　近藤正典監督�
ブラジルに⽣生きるヒバクシャ 　2012年年 　78分 　ドキュメンタリー 　
ロベルトフェルナンデス監督�
アオギリに託して 　2013年年 　120分 　劇映画 　中村柊⽃斗監督�
原爆症認定集団訴訟の記録 　おりづる 　2013年年 　ドキュメンタ
リー 　有原誠治監督�
放射線を浴びたX年年後Ⅱ 　2015年年 　86分 　伊東英朗監督�
⼀一歩でも⼆二歩でも 　2015年年 　54分 　ドキュメンタリー 　有原誠治
監督�
ヒロシマそしてフクシマ 　2015年年 　80分 　ドキュメンタリー�
この世界の⽚片隅に 　2016年年 　126分 　アニメーション�
いしぶみ 　2016年年 　85分 　ドキュメンタリー�
広島原爆  魂の撮影メモ  〜～映画カメラマン  鈴鈴⽊木喜代治の記した広島 　
2016年年 　29分 　ドキュメンタリー 　能勢広監督�
いのちの岐路路に⽴立立つ 　核を抱きしめた⽇日本 　2017年年 　110分 　原村
政樹監督�
⻄西から昇った太陽 　2018年年 　75分 　ドキュメンタリー・アニメー
ション 　キース・レイミルク監督�
サイレントフォールアウト 　乳⻭歯検査が語る⼤大陸陸汚染 　2023年年 　
81分 　伊東英朗監督 　�
�
※「被爆者の声をうけつぐ映画祭」ホームページの記載をもとに、
追補し年年代順に並べました。監督名など情報の⼗十分でないところを
調べ、引き続き追記していきたいと思います。�
�
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 　本当にあのびっくりするような､あの全体的にいつも慌て
ている、急いでいる⼈人だったんでね。最後そんな感じで突
然の死でした。それ以前にですね､2008年年に映像の中にも
ありましたけれども、アメリカの公⽂文書館からいろんな⽂文
書が⾒見見つかりました。で、  ⽗父や⼟土屋さんは「⽇日本の機関の
中でも⽂文章が残ってるんじゃないか」ということであちこ
ちに情報開⽰示の請求をしたんですよね。  そのさなかでした。
13年年に亡くなっている。�
   　再審請求は  2014年年ですから、今の  NHK  の中では最後、
触れられませんでしたけど最⾼高裁に棄却されます。その後、
国家賠償請求をやってるんですけどその国賠訴訟にも⽗父は
参加できなかったんですね。あんなに運動に参加してきた
ことを誇りに思っていて、そしてこの⽂文書公開されてこん
なことは許されるわけがないと怒怒っていたのに、再審請求
にも、国賠請求にも参加できなかったんですね。�
 　それで私は、⽗父が亡くなった後ですね、亡くなる前は実
を⾔言うとあんまり仲の良良い親⼦子じゃなかったんですね。そ
れでもちろん関⼼心はもっていましたし、いろいろ知ってい
ましたけれども、ま「⽗父は⽗父でがんばってくれたまえ」と
思ってました。私は教員の仕事をしてましたんで、  教員の
世界は⼤大変なんです。皆さんおわかりになると思うんです
けど、教育の世界でたくさんやることがある、「私はこっ
ちでやる、あなたはそっちでがんばってください」と、そ
う⾔言い交わすこともなく、勝⼿手にそう思っていたんです。�
 　でも亡くなった後にこれはやらなきゃいけないなと思い
ました。実は2〜～3⽇日前に『ヤジと⺠民主主義』っていうド
キュメンタリー映画を⾒見見てきたんですね。安倍⾸首相の演説
にヤジを⾶飛ばした⼈人が拘束される、その後裁判になったと
いう映画なんですけれども、その若若い⼈人がですね､「ヤジを
⾶飛ばしたら⾃自分だから、そしてこんなことが、こんな⾵風に
拘束されてね  制限されることがあってはならない」と､
「これを訴えるのは⾃自分しかいないんだ､⾃自分がやるしかな
いんだ」と⾔言っているのを聞いていてすごく共感しました。
で、⽗父ができなかったことを代わりにできるのは私しかい
ないと考えて、⻑⾧長年年の仲の悪さを忘れてですね、私がやら
なくちゃいけないと⾔言うふうに思いました。�
   　�
 　⽗父は､ちょっとすみません。ほんとにごく私的なことです
けど、⽗父は昭和4年年の⽣生まれです。4年年の⽣生まれと⾔言うこと
は､終戦の時に16歳ですね。  少年年､幼少年年期は、本⼈人⽈曰くで
すよ、本⼈人⽈曰く、活発で、利利発で､運動神経もすぐれ、そし
てリーダー性があり、みんなに慕われていた少年年だと本⼈人
⽈曰くです。私がうってるんじゃないですよ。本⼈人はそう
⾔言ってました。で、当時ですね、⼟土屋さんもそうだったと
思う、そうなんですけど、そういう少年年達、活発で前向き
で積極的にやっていこうとする少年年達は、もれなく軍国少
年年だったんですよね。⽗父もその通りでした。�
 　で、その優秀な少年年はですね、神奈奈川⼀一中っていう学校
に進学します。これはですね、これも⼤大きな要因なんです
けど、⼀一中の中でも全国の三⽻羽カラスっていわれる位、優
秀な学校だったと本⼈人は⾔言ってるんですけど、わかりませ
ん。�
 　で、そこまで本当に前途洋々じゃないかと思いますけど、
戦時中のことです。まだ戦争が激しくなる前のことですね､
中学に⼊入ったのは、12歳ですからね。おまけに彼はその頃
に彼は⽗父親を亡くします。まだ40代でした。  �
 　そうするとその後、⺟母と、⽗父は4⼈人兄弟の⻑⾧長⼦子でしたので、
弟妹妹たちを抱えて、⼤大変な苦労することになるんです。
せっかく⼊入った、彼に⾔言わせれば優秀な中学校を⼀一年年でや
めざるを得ず、そして横浜に住んでたんですけど、リヤ
カーひとつで、⺟母が押して、⽗父が引いて、弟たちを連れて
⽻羽⽥田までに逃げたそうです。だんだんね、空襲が増えてき
たもので。で、そのリヤカーひとつで引っ越しをした翌⽇日
に、横浜⼤大空襲があったそうです。�

資料料❻ 　第73回映画の会『流流⾎血の記録  砂川』（2023/12/23）  坂⽥田和⼦子さんのお話（１） 　 　 　�

砂川事件国家賠償裁判原告  坂⽥田和⼦子さんのお話�
  �
　こんにちは､坂⽥田です。よろしくお願いします。砂川闘争
とは何だったのか、砂川事件とは何だったのか、そしてさ
らに伊達判決、最⾼高裁、それから後のことも詳しく、…今  
私がここに来てお話をさせていただいている理理由はですね、
あの闘争に参加した者の中の⼈人たちは、当たり前ですけど
みんな⼀一⼈人⼀一⼈人､⼈人⽣生の物語があって、家族の話があって、
今、映画で事件を⾒見見ていただきましたけど、その中にいた
者の⼀一⼈人の⼦子供ですけどね､私は、その中の⼀一⼈人として､⽗父
はどんな闘いをしてきたのか、また家族がどんな⽬目にあっ
てきたのか、ちょっとそのお話をさせていただきたいと思
います。�
 　最初に⾔言います。坂⽥田茂という砂川事件の逮捕・起訴さ
れた7⼈人の中の1⼈人の娘です。私は今  66歳です。と、わざ
わざ⾔言ってるのは、⼆二つ意味があって⼀一つは、私は裁判で、
原告尋問があったんですけど、その時に年年齢を書くという
紙があってですね、普段は60代後半という⾵風にぼんやりと
⽣生きてきて、すごくびっくりしたんですけど、⾃自分でも。
歳がわからなかっちゃったんですよ。緊張すればするほど
わかんなくなってその時に良良〜～く考えて66だと判明しまし
た。今⽇日まで66です。明⽇日で67になります。�
 　もう⼀一つはですね。⽣生まれたのは1956年年です。と⾔言うこ
とは、先ほど⾒見見ていただいたあの『流流⾎血の砂川』、あれが
56年年なんですよね。その時は私は12⽉月⽣生まれですから、そ
して私はまだ⽣生まれていません。そしてその翌年年、57年年が
砂川事件の年年でした。その時はまあ乳飲み⼦子だったんです
ね。だから事件のことは…、この間「週刊⾦金金曜⽇日」の⽅方か
ら取材を受けて、その前にもですね、尋問の時にも話した
んですけど「事件の記憶はありますか？」って聞かれたん
ですけど、あるわけないですよね。�
 　ただ、砂川闘争に参加したこと、それから伊達判決を受
けたこと、そしてその後のことも含めてですね、⼀一連のこ
とは⽗父にとっては⼤大変誇りだったんですよね。最後に最⾼高
裁で敗れはしましたけれども、伊達判決、砂川事件、⾼高校
の教科書が出てきますよね。で、それを話すと⾮非常に嬉し
そうに、それは「私がやった」、「お⽗父さんがやった」と
とてもうれしそうに誇りを持って語っていました。�
 　例例えば  砂川に⾏行行く時にですね。川崎市⺠民なんですけどね、
⽗父は⽇日本鋼管の社員で、組合の活動家だったんですけど、
南武線で⾏行行くんですよね、川崎から、⽴立立川まで。その南武
線の中で、これから砂川に⾏行行くと話して、カンパを募ると
多くの⼈人が応えてくれた。そんな闘争だったんだよって話
してくれました。�
 　そんな⽗父は残念念ながら2013年年83歳で亡くなりました。�

 　第73回「憲法を考える映
画の会」は、2023年年12⽉月
23⽇日、⽂文京区⺠民センターで
⾏行行い、参加者128⼈人でした。�
 　当⽇日は、1950年年代の砂川
基地闘争を描いた『流流⾎血の
記録  砂川』（56分）と参考
映像としてTVドキュメンタ
リーの番組を⾒見見⼿手、その後、�
トークシェアの中で砂川事
件国家賠償裁判原告坂⽥田和
⼦子さんにお話をしていただ
きました。  �
今回は、その坂⽥田さんのお
話と､参加者の皆さんからい
ただいた参加票の感想を転
載させていただきます。�
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ので、ま、そんなに⾃自分だけ貧しいとは思ってなかったん
ですけど、そうやって何度度か聞かれるうちにですね、思い
出してみると確かに⼤大変だったなって、例例えば新しい⾃自転
⾞車車、サイクリング⾞車車みたいのが流流⾏行行って、周りの⼦子供たち
がみんなね買ってもらったサイクリング⾞車車に乗っている中
で、うちの弟だけは新しいものを買ってもらえず、古い⾃自
転⾞車車にペンキを塗ってですね、「新しくなったぞ」って、
⽗父親に騙されてですね、友達には｢南武線｣と⾔言われる、み
んなわかりますか、ボロ電⾞車車という意味ですけどね、南武
線と⾔言われてね、そんな⾃自転⾞車車に乗ってたんです。可哀想
なことしたなと思います。�
 　で私⾃自⾝身も実はよく考えてみたら、中学を卒業する春休
みからアルバイト⽣生活です。いけないと思うんですけどね
今考えると。ずっと後、教育者やってたんで、あんまり⾔言
えないんですけど。中学3年年の春休みから⾼高校⽣生活のずーっ
とアルバイトで、あたりまえだと思ってたんです。欲しい
ものは⾃自分で稼いで買うって⾔言うのがですね。で、その中
においても弟がですね、ネフローゼという難病に指定され
てます病気になって⼊入院したり、祖⺟母がつまり⽗父の⺟母が癌
で⼊入院したりとか、そういうことが重なってですね、もの
すごく⼤大変だったんだと思います。でもあんまり⼦子どもに
そういう思いをさせなかったって⾔言うところがすごいかな
と思うんですけどね。�
 　そして⾼高校3年年で、⾼高校2年年の終わりにそれ（解雇撤回の
裁判）が終わり、それでようやく全部、砂川関係が終わっ
たなと思ったところへですね、2008年年、さっきの  NHKの
映像の中でありましたけど、毎⽇日新聞でした最初。アメリ
カの公⽂文書館で⽂文書が⾒見見つかったと。びっくりしましたよ。
⼟土屋さんもそう⾔言ってましたけれど。⽗父もびっくりして、
「これはおかしい」と。⽗父や私にしてみれば、あの最⾼高裁
で終わってないんですよ。それから⼗十何年年間もずーっと続
いて、私達を不不安に陥れていた砂川関連（裁判）がですね、
⼀一⽅方の当事者と裁判⻑⾧長が相談をしていたとか、何かを決め
ようとしていたとか、あるいは跳躍上告をすることをアメ
リカから⾔言われてやっていたとか、何ですか藤⼭山愛⼀一郎郎さ
ん、  そんなことありですかって。�
 　私は⻑⾧長い間36年年間にわたって、⼩小学校の教員をしてきま
した。6年年⽣生も何度度か担任しています。6年年⽣生では「⽇日本は
3権分⽴立立の国だよ」って教えるんです。でもこんなことが明
らかになったら、教えられませんよ。だから意⾒見見陳述をす
る時にですね、裁判⻑⾧長に、「これからね、社会が教えるも
のが胸を張ってこの国は三権分⽴立立の国だと⾔言えるようにし
てください」と⾔言えることを裁判⻑⾧長にお願いしたんです。 　�
 　それからですね。最後に公平な裁判所でやる裁判を受け
る権利利を、侵されているってことを⾔言いましたよね。で､再
審請求を棄却されたんですけれども、国家賠償請求をやっ
て、⻑⾧長い、もうこんなに⻑⾧長くやると思わなかったんですよ。
私ずーっと闘っているというか、先輩の⼟土屋さん､｢⼟土屋さ
んがんばって」、絶対に⽣生きてって⾔言う、私のひとり芝居
でと⾔言う思いが、あと椎野さんもですね。椎野さんも、⼟土
屋さんもがんばって⽣生きてほしいという気持ちがすごく強
くて、そんなこと⾔言ってると私が先に逝っちゃうかもしれ
ないんですけどね。とにかく、この国賠請求、なんとか闘
い抜きたいと思っていたら、⼝口頭弁論論続いて、まだやるの､
まだやるのっかって実は内⼼心思っているんです。�
 　で、いよいよ先⽇日、最後で､結審を迎えてですね、1⽉月15
⽇日判決です。東京地裁103号⼤大法廷で、午後2時から判決で
す｡その後、記者会⾒見見も⾏行行います。�
 　どういう判決が出るかですね、もう垂れ幕を⽤用意してま
す。とにかく判決の⾔言い渡しは、あっという間ですよね、
えっ､という間に終わりますよね。ですけれども、そこに、
⼤大勢の⽅方に参加していただく、これまでね、ずっとあの多
くの⽅方に傍聴に来ていただいていました。その判決の瞬間
をですね、  ずっと⾒見見守って⾔言っていただいた皆さんと⼀一緒
に迎えたいなと思っていますので  どうぞ傍聴に来ていただ
きたいなと思ってます。  良良い判決が出ることを⼼心から期待
してますし、どっちにしても⾼高裁に⾏行行きます。  最⾼高裁はで
きますので、これからも⽀支援をよろしくお願いいたします。  �
�

資料料❻ 　第73回映画の会『流流⾎血の記録  砂川』（2023/12/23）  坂⽥田和⼦子さんのお話（２） 　 　 　�

南区に住んでいたので、もしそこに住んでいたら危なかっ
たんじゃないかと思います。�
 　そしてその年年、16歳で終戦を迎えるんですが、終戦を迎
えてからの数年年間というものの、数年年間の中での苦労とい
うものも⼤大変なものだったと思います。⼩小さい⼯工場で働い
たりだとか、これは割りと最近になって聞いたんですけど、
そういえば、⺟母が⾔言うにはね「そういえば⽗父さん若若い頃、
その頃ね、終戦後、⾺馬を引いて荷物を売ってた」と⾔言って
た。「何ですかそれ、⾺馬？」って思ったんですけど。ま、
とにかく⼤大変な苦労をしたんだと、ま、⾃自分でも何度度も
⾔言ってましたけれどもね。でもこれは誰でも苦労したんだ
から（⺟母は何度度も聞いてるの、嫌だったと思うんですけ
ど）みんな苦労したんだからうちだけじゃないんだって。
でも今思うとやはり⼤大変な苦労だったんだなと思います。�
�
 　そして20歳の時に⽇日本鋼管に⼊入社するんです。当時はで
すね､⽇日本鋼管に⼊入社するっていうのは⼤大変なことだったん
だと思います。⽗父にとっても、⽗父にとっては喜ばしいこと
であり、⺟母や妹弟たちにとっても誇りであり、苦労ばっか
りだった⽣生活から少しは安定した⽣生活になるだろうと。で
も⽗父はその後、すぐ組合活動を始めます。�
 　そして27歳の時に砂川事件です。彼はその年年にはもう組
合の執⾏行行委員でしたので、砂川現地に⾏行行って、あの柵が倒
れて、敷地内に⼊入ったっていうことになってますけど、何
百⼈人っていたんですよね。その中で逮捕されたのは23⼈人で
す｡起訴されたのが7⼈人。これは後から⽗父に聞いた話なんで
すけど、「どうもあの時、柵が簡単に倒れた」と、これよ
く聞いてみたら、⼟土屋さんが前の晩に弛めておいたって⾔言
うことでね､要するに学⽣生達がそういう⾵風にしてたと、⼟土屋
さん、映像の中で⾔言ってましたけど、これはもう⼊入って当
然なんだと。当然だと思ったから弛めといたんだそうです。 　
でも労働組合の⼈人たちは知らなかったんですよね。で、⼊入
りました。27歳ですね。その後ですね、新聞報道とか、そ�
の後のいろいろテレビのニュースなんかで⾒見見てもそうなん
ですけど、「坂⽥田茂ほか6名、起訴された者が」って出る
ことが多いですよ。なぜかというと27歳最年年⻑⾧長だったんで
す。今から思うとほんとに若若い⼈人たちの闘いだったんだ
なって思います。27歳ですよ、それが最年年⻑⾧長です。�
 　私も⼈人のお祝い、そろそろそういう歳になるんですけど､
考えられないですよね。今ああいう闘いの先頭に⽴立立って、
闘うなんてことはね。当時、きっと中⼼心になって記者会⾒見見
で話をしたりしていたりしたけど、きっとものすごく恐れ
もあったことだと思います。怖い思いもあったことだと思
います。おまけに家族がいたんです。パートナー、妻がい
て、私がいました。⽣生まれたばかりの。それでですね、最
⾼高裁で、罰⾦金金2000円と⾔言うことで、裁判は終わったんです
けど、  だから⼟土屋さんは映像の中で、ここで全部終わって
なと思ったとか⾔言ってましたね｡�
 　でも実は、私達家族にとっては砂川は終えてなかったん
です。実は、逮捕・起訴されたと同時にその時職場であっ
た⽇日本鋼管を解雇になってます。その解雇を撤回するため
の裁判闘争というのが終わったのが、最後解雇を撤回させ
るんですけど、私が⾼高校2年年の終わり3⽉月です。つまり⽣生ま
れたときからずーっと裁判です。それはとても気持ちが不不
安になるものです。裁判ですから、勝つか、負けるかわか
んないですし、だいたい幼い頃何をやっているのかもわか
らないんですよね。⽗父は、鉄鋼労働者のはずだったんです
けど、⽇日本鋼管に⾏行行かない、何か平和活動とか、選挙の事
務局⻑⾧長とか、そのような報酬の出ない活動をしていたわけ
です。で、組合のね、執⾏行行委員としてその運動に参加して
いたので、組合からの⽀支援はあったんですけども、鉄鋼労
連はちょっと揺れ動く時期があります。そのお⾦金金をね⽀支払
うということをにちょっと､⽀支払いを⽌止めようとした時期が
あったんですよ。それも後から聞いたことですけど、そう
考えると本当に不不安定で不不安のつきまとう頃だったと思い
ます。どの位⼤大変な思いをしたかと⾔言うことを、この間
ちょっと取材で聞かれて、でも覚えてないんです。本⼈人と
してはですね。でも団地住まいで、当時みんな貧しかった�
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●この映画会のおかげで憲法について､平和について深く考
えるチャンス（時間）をいただいています。ありがとうご
ざいます。�
P.S.ウクライナ、イスラエルの問題を考えていて、マンデ
ラ⽒氏（南ア）のやり⽅方を深く知りたいと思っています。
（K.K.）�
�
●1987年年、初めて⾏行行った⽶米国で、アメリカ、インディアン
運動の⼀一⼈人、デニス・バンクス⽒氏が砂川闘争の時、基地の
中から､⽇日本の市⺠民、学⽣生、僧侶が警官達の暴暴⼒力力を受けなが
らも闘い続ける姿を⾒見見ていて､後のネイティブアメリマンの
権利利回復復のため⾏行行ったウーンデッドニー（1890年年、アメリ
カの騎兵隊によって約350⼈人のインディアンが虐殺された
事件。）やアリカトラズの闘いを進めるための原点になっ
たと伺いました。僧侶の叩く太⿎鼓の⾳音をずっと覚えている
との話で、今に続く⾮非暴暴⼒力力闘争の原点でもあるとの話でし
た。�
⽇日本は戦争へ⾄至る道への反省省をしてきたのか？責任を取る
べき⼈人間が責任を取ったとは各省省庁の現在の姿を⾒見見ても⼀一
向⼀一つとル記も姿勢もないことが明らかです。この無責任
（⾏行行政責任への）の“伝統”はいつまで続けさせることにな
るのか、情けないが意ある若若⼈人が､健やかに数多く育つこと
を祈るのみです。�
三⾥里里塚闘争の時の⼤大⽊木よねさん宅宅の時は､多勢無勢で、やら
れたが、砂川の栗栗原さん宅宅の時は多くの⼈人々のスクラムで
阻⽌止した姿にやはり感動を⽌止められません。全学連が分裂裂
分解し、労組も連合という中に､全電労など原発を推進する
者が⼤大⼿手を振っていて､蝕まれ働く⼈人の⼈人権の砦とはもはや
遠い存在となってしまった。⾃自分の⼈人権を守る術を、⼦子ど
もたちは教わっていない。団結だけが弱い⼈人間の唯⼀一の⼒力力
であることをもっともっと⾃自覚的に学ばないと。暴暴⼒力力を含
む⼤大きな⼒力力、権⼒力力に⼈人⽣生の決定権を国家に左右されてしま
う。�
坂⽥田しげるさんの娘さんのお話し最⾼高裁判決のあと、⽇日本
鋼管から解雇され17歳までの危うい暮らしの中で、闘って
おられたことを知りました。こんな時代だからこそ声をあ
げ、殺されるわけでもない今、伝える場で、伝えてゆかね
ばと思います。�
安倍の残したこの悪政を何としても変えないといけないと
思います。きょうの機会を作っていただきありがとうござ
います。（K.T.）�
�
●断⽚片的に知っていて､もっと知りたいと思っていた砂川基
地闘争のことを、裁判も含めて知ることができてよかった
です。�
・とくに⼥女女性たちの姿が印象的でした。沖縄の⾼高江や辺野
古の座り込みに参加経験があるため、それと結びつけてイ
メージできて涙が出ました。�
・坂⽥田さんのお話も家族の視点でリアルに語られて今に続
いていることがよくわかった。�
・⾃自分としては､今も続いている沖縄の軍事基地化に反対す
る運動を続ける中で連帯していきたいです。（M.K.）�
�
●いつもテーマが感⼼心あるものを採り上げて下さりありが
とうございます。⽇日本の歴史､⽶米との関係がよく理理解できる
ものでした。近代、現代の隠されている事実、知る権利利を
奪っている今を､勇気が必要、意識識を向上、持続性の⼤大切切さ
を思います。世の中を変えるための働き、少しでも⾏行行動し
たいと考えます。（先⽇日、浦和駅前スタンディングやス
ピーチ、パレードを⾏行行いました。）(M.K.)�
�
�
�

資料料❼ 　第73回映画の会『流流⾎血の記録  砂川』（2023/12/23）  参加者感想から（１） 　 　 　�

【参加票に寄せられた感想など】�
  �
●「平和と独⽴立立」を叫んでいた若若い学⽣生、労働者が地元の
⼈人といっしょに闘ったこの記録は、総評、全学連がまと
まって連帯して運動をしていたことに感動をおぼえます!!�
いまは分断、分裂裂、相互批判が主流流です。⽇日本の原点（戦
后レジーム）に帰って考えてみたいです!!�
⾒見見たい映画：キャンデーズのスーチャン⽥田中好⼦子主演の映
画「⿊黒い⾬雨」!!(S.H)�
  �
●映画、NHK  ETVの映像、坂⽥田さんのお話 　― 　すばらし
い組み合わせでした！(A.F.)�
  �
●参考映像 　― 　NHK（私はハナから無視するクセがあ
る）でこんな⼤大事な放送をしていたとは。⼟土屋源太郎郎さん
を主体にしながらも、登場する学者、⼭山内⽒氏以外はチョッ
トあやしい。やっぱりNHKだ。扱い⽅方はともかく、この問
題を取り上げるのはNHKらしくなかった。（少しホメテや
りたい。）�
アメリカの公⽂文書をもっともっと取り扱えばと思うのだが
それはムリでしょう。(Y.I.)�
  �
●新ためて（ママ）国家権⼒力力の恐ろしさを知りました。�
“国”って何だろう、と、本当に必要なのかと。�
国のために多くの犯罪（越境とか在留留とか）が⽣生まれ、国
のために、戦争が肯定され得もする。�
あの⽃斗いの最前に若若い⼥女女性や⽼老老⼈人・⼦子供がいても国家は警
棒を振るうのだろうかと、ずっと⾒見見ながら思ってました。�
⼟土地を守るということが戦争反対の意志に通じる。これは
この度度また新（ママ）ためて知ったことです。�
今回この映画を⾒見見、本当に⾃自分のできることは何かを悩ん
でいくことを忘れずにいきます。�
「知事抹殺の真実」「天から落落ちてきた男」「ヤジと⺠民主
主義」など。「ニッポニア・ニッポン」「少⼥女女ファニーと
運命の旅」再映を待っています。�
※どの映画もみな何度度でも⾒見見たいです。(K.Y.)�
  �
●アルジェの戦い�
ドイツ、⻘青ざめた⺟母 　(K.F.)�
  �
●すばらしい企画でした。ありがとうございます。�
私は⽣生まれが⽴立立川市富⼠士⾒見見町２丁⽬目で⽴立立川４⼩小の真上を⽶米
軍機が良良く⾶飛んでいたのを覚えています。砂川闘争の頃は
まだ⽣生まれていませんでしたが、反基地闘争や、国家権⼒力力
のひどさが良良く分かりました。�
⾃自発的対⽶米従属主ギがいまだ続いている事を思いました。
辺野古に対しても同じように感じています。(Y.F.)�
�
●砂川事件のことをTV映像も含め、貴重な映画を⾒見見せてい
ただきました。（S.W.）�
  �
●初めて知りました。家に帰って資料料をじっくり読み込み、
⼈人にも伝えたいです。(Y.H.)�
  �
●すごく参考になりました。当時の熱気、⼤大勢の闘争参加
者に､いい意味の衝撃をうけました。(Y.T.)�
  �
●砂川事件への学びを深めることができました。市⺠民運動
（⾮非暴暴⼒力力！）の⼒力力強さを知りました。今⽇日、参加して良良
かったです。ありがとうございました。(Y.O.)�
  �
�

 　�
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資料料❼ 　第73回映画の会『流流⾎血の記録  砂川』
（2023/12/23）  参加者感想から（２） 　 　 　�

【参加票に寄せられた感想など】�
  �
●貴重な叩きのメッセージを有難うございました。⽇日本は
未だに独⽴立立していません。⽶米の属国隷隸国になりさがり、司
法さえ追従です。⽇日本で働き、稼いだお⾦金金はほとんど⼀一部
の⼈人を除き⽶米にもっていかれています。何とか私達の⼿手で
独⽴立立しなければなりません。�
⾒見見せたい映画：『マイスモールランド』（⽇日本に逃れてき
たクルド⼈人の映画で憲法には関係ないかもしれませんが）�
教育もメディアも司法も⽣生き⾎血を抜かれ⽺羊となっている。
アメリカのために⽇日本⼈人が⽇日本⼈人の⾎血を流流している。沖縄
も、フクシマも、⽶米基地が⾄至る所にある。統⼀一教会の公領領
をうけつぐ⾃自⺠民党政権。妖怪を⾒見見てしまった。坂⽥田和⼦子さ
んを応援したい裁判所のあり⽅方も変えないといけない。裁
判官（⻑⾧長）が上でいてテレビカメラも⼊入らない⾮非⺠民主的。
国⺠民主権？(F.O.)�
  �
●⼤大変貴重な映像記録を観せて戴きありがとうございまし
た。今、安保３⽂文書を基に⽇日本の軍事化が加速している状
況で､この記録は⾮非常に参考になると思います。�
できることなら、この映画を全国で上映できるようにして
もらいたいです。その上で、再び､安保条約、⽇日⽶米地位協定
の全⾯面改訂か､破棄を⾏行行う時期にあります。�
砂川の経験から､声をあげることと⾏行行動することが国の暴暴⾛走
を⽌止める⼿手段の⼀一つです。また、⾃自⺠民党政権を⼀一⽇日でも早
く終わらせる。  (Ｋ.Ｋ.)�
  �
●『流流⾎血の記録』は素晴らしいドキュで農⺠民とその⽀支援者
達の⽃斗争の⼒力力を感じられ感動した。その後のNHKのドキュ
も参考になった。裁判についても傍聴に⾏行行きたいと思った。
（M.T.)�
  �
●来て良良かったです。いろんなことがわかりました。いつ
も良良い映画を選んでくださってありがとうございます。 　
(Ｔ.Ｏ.)�
  �
●貴重な映像をありがとうございました。もっとテレビな
どでとりあげられるとうれしいです。今、政治が不不正直な
ことがあたりまえな時代、アメリカからの⽂文書でいろいろ
なことがわかってくる。娘さんのお話しとても良良かったで
す。歴史を感じます。昔の話ではないという感がします。
(H.T.)�
�
●粘り強い住⺠民、⽀支援する⼈人たちの運動によって基地拡張
を阻⽌止したことは、本当にすばらしいことだと思う。統治
⾏行行為論論なんてありえない。⾏行行政のやりたい放題ではないか。
警官隊の残虐さも改めて感じた。でたらめなへりくつがま
かり通る今の政治につながるような政府、裁判所の⾔言動に
腹が⽴立立つ。⾒見見たい映画：７０年年安保の記録映画を⾒見見たい。
（無記名）�
�
●12⽉月23⽇日の会はいつも以上に良良かったです。『流流⾎血の記
録  砂川』では､地元⺠民と全国から応援に集まって⼈人々の団
結の⼒力力、すばらしいと感動しました。今の沖縄をこのよう
に守りたいです。若若い警官の⾃自殺は胸が痛みました。ETV
特集を関連参考映像として上映くださったことは快挙！番
組それ⾃自体もすぐれていますが、『流流⾎血の記録  砂川』と相
俟ってことの重⼤大佐野認識識を更更に深めることができました。�
坂⽥田和⼦子さんのお話しも実に良良かった！（I.K.）�
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朝⽇日新聞1⽉月16⽇日�
社会⾯面記事�

朝⽇日新聞1⽉月22⽇日 　社説	
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�
第7回  むのたけじ反戦塾�

�
と 　き：2024年年3⽉月20⽇日（⽔水・休）  �
 　     　 　  13時30分〜～16時30分（13時開場） 　�
ところ：⽂文京区⺠民センター3C会議室�
�
 　2022年年12⽉月から始めた学習会（むのたけじ反戦塾）も7
回⽬目になります。むのさんの著書「希望は絶望のど真ん中
に」を1章づつ読み、またむのさん⾃自⾝身がお話をされてい
る映像を⾒見見ながら「戦争はいらぬ  戦争をやらぬ世へ」する
ためにどうしたら良良いか、ひとりひとりが思うことを出し
合い、認識識を深めて、⾏行行動の⽅方法を考えます。�
2ヶ⽉月に1度度のペースで、少⼈人数で話合います。�
 　第7回になる次回は、むのさんの講演映像「今の憲法で
なぜ悪い」を⾒見見ます。また前回参加された⽅方の発⾔言から 　
「⾃自衛隊を今、どのように捉えるか？｣について、それぞれ
の考えを話し合って⾏行行きたいと思います。�
 　開催⽇日の前に「⼿手元資料料」を作成します。⼿手元資料料には、
「希望は絶望のど真ん中に」の討論論資料料に加え、その前の
回の皆さんの発⾔言記録を載せるようにしていますので当⽇日
参加されない⽅方もどうぞお求めください。�
＊問合せ先：090−4599−5314  武野 　�
 　〒338−0006 　さいたま市中央区⼋八王⼦子4-‐‑‒7-‐‑‒10-‐‑‒201�
 　E-‐‑‒mail:dmuno@jcom.home.ne.jp 　 　 　 　 　 　 　 　�

�
上映会・催し案内�

�
　［座･高円寺］ドキュメンタリーフェスティバル�

�
⽇日時：2⽉月８⽇日（⽊木）〜～2⽉月14⽇日（⽉月）�
会場：座・⾼高円寺２（⾼高円寺駅）�
�
2⽉月8⽇日『ヤジと⺠民主主義  劇場拡⼤大版』�
2⽉月9⽇日『キャメラを持った男たち─  関東⼤大震災を撮る  
─』『私はあなたのニグロではない』『⼥女女たちの証⾔言  ─労
働運動のなかの先駆的⼥女女性たち─  』『メディアの敗北北  ─
沖縄返還をめぐる密約と12⽇日間の闘い─  』�
2⽉月10⽇日『ハマのドン』『シン・ちむどんどん』�
『愛国者に気をつけろ!  鈴鈴⽊木邦男』『キエフ裁判』�
2⽉月11⽇日『救いの⼿手 　統⼀一教会と富⼭山政界』  『こどもが映
画をつくるとき』『蟻の蠢き』�
2⽉月12⽇日 　Yahoo短編ドキュメンタリー選『何も知らない
彼』『マリウポリ  7⽇日間の記録』『ガザ  素顔の⽇日常』�
�

第13回死刑映画週間�
�

と 　き：2024年年2⽉月10⽇日（⼟土）〜～2⽉月16⽇日（⾦金金）�
ところ：渋⾕谷・ユーロスペース�
『ある男』（2022年年／⽇日本／121分）2⽉月10⽇日・11⽇日・
13⽇日・15⽇日�
『私、オルガ・ヘプナロヴァー』（2016年年／チェコ・ポー
ランド・スロバキア・フランス／105分）2⽉月10⽇日・12
⽇日・14⽇日・16⽇日�
『キエフ裁判』（2022年年／オランダ・ウクライナ／106
分）2⽉月10⽇日・12⽇日・13⽇日・15⽇日�
『袴⽥田巖  夢の間の世の中』（2016年年／⽇日本／119分）2⽉月
10⽇日・12⽇日・14⽇日・15⽇日�
『対峙』（2021年年／アメリカ／111分）2⽉月11⽇日・12⽇日・
14⽇日・16⽇日�
『赦し』（2022年年／⽇日本／98分）2⽉月11⽇日・13⽇日・14
⽇日・16⽇日�
『⻘青春を返せ』（1963年年／⽇日本／94分）2⽉月11⽇日・13
⽇日・15⽇日・16⽇日�
	

江古田映画祭�
�

と 　き：2024年年2⽉月24⽇日（⼟土）〜～3⽉月11⽇日（⽉月）�
ところ：武蔵⼤大学・ギャラリー古藤（江古⽥田駅）�
●2/24（⼟土）『福⽥田村事件』�
●2/25（⽇日）  『飯舘村べこやの⺟母ちゃん  』『廃墟と化し
た鉄の町  釜⽯石艦砲射撃の記録』�
  ●2/26（⽉月）  『不不安の正体』『サイレントフォールアウ
ト』『「⽣生きる」⼤大川⼩小学校  津波裁判を闘った⼈人たち  』�
●2/27（⽕火）  武蔵⼤大学永⽥田ゼミ4作品 　  『飯舘村べこや
の⺟母ちゃん  』 　�
●2/29（⽊木）『福⽥田村事件  』『福島の⾼高校⽣生が処理理⽔水問
題を考える』 　�
●3/2（⼟土）『パレスチナからフクシマへ』『ガザ〜～オス
ロ合意から30年年の歩み』●3/1（⾦金金）  『東電テレビ会議
49時間の記録』『不不安の正体』  �
●3/3（⽇日『「⽣生きる」⼤大川⼩小学校  津波裁判を闘った⼈人た
ち』  『ナオト、いまもひとりっきり  』�
●3/6（⽔水）  『ナオト、いまもひとりっきり』『不不安の正
体  』『[アニメ]ふながだの海  』 　●3/7（⽊木）『廃墟と化
した鉄の町  釜⽯石艦砲射撃の記録  』『「⽣生きる」⼤大川⼩小学
校津波裁判を闘った⼈人たち  』『サイレントフォールアウ
ト』  ●3/8（⾦金金）  『[アニメ]ふながだの海  』『廃墟と化
した鉄の町  釜⽯石艦砲射撃の記録』  [朗読劇]線量量計が鳴る  
●3/9（⼟土）  『サイレントフォールアウト』  『[アニメ]ふ
ながだの海』『ナオト、いまもひとりっきり  』
●3/10（⽇日『福島の⾼高校⽣生が処理理⽔水問題を考える  』  [朗読
劇］線量量計が鳴る  ●3/11（⽉月）  ［朗読劇］線量量計が鳴る �

�
憲法映画祭2024�

�
 　毎年年、5⽉月の憲法記念念⽇日を前に、憲法を考える映画の会
では「憲法映画祭」を催してきましたが、来年年の会場が決
まりました。2019年年から続いている武蔵野公会堂です。�
�
と 　き：2024年年4⽉月29⽇日（休・⽉月）午前〜～夜�
ところ：武蔵野公会堂ホール（吉祥寺駅南⼝口2分）�
�
 　憲法映画祭も、今回で8回⽬目。今年年は1⽇日だけの開催です。�
 　岸⽥田⾸首相は 　2024年年1⽉月30⽇日の施政⽅方針演説でも「改憲
を今年年9⽉月中の⾃自分の総裁任期中に実現したい」と主張し
ました。準備は着々と進められています。�
 　そうした改憲の動きを⾒見見据え、改憲させない動きに役⽴立立
つようなプログラムを作っていきたいと思います。�
 　今⽉月中には上映作品、お話の演者などを決めていきたい
と思っています。�
 　ご意⾒見見や映画の紹介などお寄せ下さい。�
 　また⼀一緒に準備し、プログラムを作り、試写し、宣伝し、
当⽇日の運営にあたるスタッフを求めています。お声かけく
ださい。�

�
憲法を考える映画のリスト  ２０２4年版  ？�

�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「憲法を考える映画のリスト�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　2024年年版」を来年年4⽉月29⽇日の�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「憲法映画祭2024」をめざし�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　て新しい作品を加え、編集し�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　いるところです。�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　できるだけ多くの⼈人が⾃自主上�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　映会をできるような⼿手の届く�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　作品を選んでいます。�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　新作、あるいは新作でなくて�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　も「これは『憲法を考える』�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　よい映画だ｣と思う作品があり�
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ましたらを是⾮非教えて下さい。�
�
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これは2021年年版です�


